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市
で
行
っ
て
い
る
健
康
診
査
を
ま
と
め

て
実
施
し
ま
す
。

期
日
／
９
月
８
日(

日)

、
１０
月
２６
日(

土)

受
付
時
間
／
午
前
７
時
〜
９
時
３０
分

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
基
本
健
康
診
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
、
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃

が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診(

女
性
の
希
望
者)

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
以

上
の
方(

職
場
で
健
康
診
断
を
受
け

て
い
る
方
、
１
つ
だ
け
の
健
診
を
希

望
す
る
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん)

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
料
／
２
６
０
０
円(

骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
を
受
け
る
方
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
け
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
０
円
が
別
途
必
要)

募
集
人
数
／
２
１
０
名(

申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選)

申
込
み
／
７
月
３０
日(

火)

〜
８
月
１２
日

(

月)(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

に
、
直

接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
常
澄
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ(

電
話
で
の
受
付
け

は
し
ま
せ
ん)

※
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
は
申
込
み
時

に
配
布
し
、
健
診
日
に
回
収
し
ま
す
。

小
・
中
学
生
を
対
象
と
す
る
次
の
予
防

接
種
は
、
集
団
接
種
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
通
学
先
の
学
校
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
市
外
の
学

校
の
な
か
に
は
集
団
接
種
を
行
わ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
個
別
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
依
頼
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
種
類
／
日
本
脳
炎
…
小
学

４
年
生
と
中
学
２
・
３
年
生
、
二
種

混
合(

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風)

…
小

学
６
年
生
、
風
し
ん
…
中
学
３
年
生

の
一
部

期
日
・
内
容
／
８
月
１
日(

木)

…
糖
尿

病
の
基
礎
知
識
　
２７
日(

火)

…
糖
尿

病
予
防
の
心
得
〜
食
事
と
日
常
生
活
〜

時
間
／
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時(

午
後

１
時
か
ら
受
付)

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料
／
無
料

申
込
み
／
当
日
直
接
会
場
へ

次
の
医
療
機
関
を「
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
・
み
と
」か
ら
削
除
し
ま
す
。

○
２６
、
２８
ペ
ー
ジ
掲
載
の
大
坪
医
院

○
２７
ペ
ー
ジ
掲
載
の
中
山
内
科
医
院

現
在
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
に
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
登
録
者

へ
年
４
回
求
人
情
報
を
送
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
／
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー(

電
話

２
２
５
・
８
５
７
２)

日
時
／
７
月
２５
日(

木)

・
３０
日(

火)

、

午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分
と
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

会
場
・
問
合
せ
／
水
戸
保
健
所(

笠
原

町
、
電
話
２
４
１
・
０
５
７
１)

食中毒とは、体に害をおよぼす細菌や細菌が作り出

す毒素、化学物質等が混入した食べ物を食べたり、自

然毒を持つ動植物を食べたりしたときに起こる病気の

総称です。いずれの場合も症状は激しい下痢と腹痛、

吐き気です。場合によっては発熱や悪寒も見られます。

昨年の発生件数は、全国で１９２４件、茨城県内では

１６件(水戸市は０件)、患者数２９４名という状況でした。

最近の特徴としては、７月から９月の多発時期に年間の

約３～４割が発生していますが、その他の月もまんべん

なく発生し、季節を問わず発生する傾向が見られます。

原因物質としてはやはり細菌性食中毒が多く、カンピ

ロバクターが１位でサルモネラ、腸炎ビブリオ、黄色

ブドウ球菌の順になっています。一般に菌種と食品の

関係は、カンピロバクターは加熱不十分な鶏肉など、

サルモネラ菌による食中毒は加熱不十分な食肉や卵、

腸炎ビブリオは塩分を好むため、海産魚介類の生食な

どが原因となります。また、小型球形ウイルス

(SRSV)によるものが急増(昨年に茨城県内で４件の報

告)しています。これは、生ガキやホタテの刺身など

が原因になることが多く、発生時期が冬季、人から人

への二次感染も起こりうることが特徴です。

食中毒予防のポイントは、①食中毒菌をつけない、

②食中毒菌を増やさない、③食中毒菌をやっつけると

いう｢食中毒予防３原則｣です。これに従って、家庭で

の注意点を考えてみましょう。買い物に行ったとき、

賞味期限を確認して購入しましょう。肉や魚は新鮮な

ものを購入し、野菜など生で食べる食品と接触しない

ようにします。できるだけ早く家へ帰り、適切な場所

に保存しましょう。冷蔵庫を過信しないで買った食品

は早めに使い切るようにしましょう。調理するときは、

手洗いをしっかりこまめに何回も行いましょう。包丁

やまな板などの調理器具は、肉類・魚類・野菜などと

一緒に使用しないようにし、使用後は良く洗って乾燥

させましょう。加熱調理は食中毒菌をやっつける一番

の方法です。食材のなかまで十分に加熱しましょう。

最後に、ちょっとでも怪しいと思ったら食べないで捨

てる心構えも大切です。家族のため、できるだけ注意

して食中毒の発生を予防しましょう。

健
康

アドバイス

健
康

アドバイス

防ごう食中毒
上甲　宏　(上甲医院　水戸市医師会副会長)

保健センター �243－7311
〒310-0852 水戸市笠原町993-13

常澄保健福祉センター �269－5285
〒311-1125 水戸市大場町472-1
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ミ
ニ
ド
ッ
ク
（
総
合
健
診
）

各
種
健
診
・
個
別
接
種
を
行
う

医
療
機
関
を
削
除
し
ま
す

市
外
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す

る
方
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

糖
尿
病
予
防
教
室

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

飲
食
物
取
扱
従
事
者
保
菌
検
査


